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入っている人間はがんじがら に動けなくなっ るというのは い込み 力を入れれば破れるよ、とでもいうような紙製の壺だとどうなるんだろうか。その紙製壺の裏から照明を当 てシルエットで映せば、滑稽に動く人物が見えるかも知れない。その人物は裸体だっ りしたらどうだろ ？
 スーツ姿だったら？
 さらに、その壺が








である壺が、劇団『ＭＯＤＥ』の壺 『札幌座』が譲り受けて、さらにそれを『風蝕異人街』が使 という話を聞いて、単なる使い回しじゃないのか 義憤を感じたからなのかも知れない。
だが今日の舞台は『札幌座』とは全く違った印象で
違う台本じゃないのかとさえ思ったくら だった。すがの演出は、直接的な三角関係の痴話喧嘩そのもののようで、それ それで人生の一つのＰＬＡＹ＝ここでは芝居じゃなくて遊びというか虚偽的 人生の一断面というか、それに対して こしば演出は冷静で客観的な解説のように感じる。
いつ始まったのか、いつ終わったのか、突然始まって
気が付いたら終わっ いると う一場の幻影の方が良いような気がする。 だから終演後 挨拶は不要だと思った。いきなり強制的 現実 戻されると違和感が強い。
開演前に燕尾服の男が恭しく客席の最前列のその前に
自分で出した椅子に座って一人の観客 なる。暗転で椅子ごとに去って開幕とな ただその椅子が燕尾服に似合わない学童が学校で使 よう 木製 骨だけの粗末な椅子だったのは、これもＰＬＡＹなのか？
 それとこの














兵器が漏れて島は地獄と化す。これは福島の予言だろうか、そのショックがトラウマとなって育ったエリート銀行マン・結城美知夫は、連続凶悪犯罪者としての裏の顔があった。この複雑怪奇な話を、ほとんどその通りに展開する、 といっても具体的にではなく視覚的には象徴的・抽象的な描き方であり、全 に真っ黒 舞台に黒の礼服姿の人物たちが話を進める。
舞台にはほとんど何もない。 あるのは三本の柱だけで、















慌ててそのスピーカ に寄ろうとすると「一、 二～」という秒読み 声がするので慌ててベンチへ飛び戻る すると声は消え 。何か物を食べよ ベンチの下に置いたリックサックを取り上げると「重量増加」 いう声が聞こえる。
二人はにっちもさっちも動きが取れない一種の迷路に




居る。食事をしようとすると店内のスピーカーから山の中と同じ声がする。傍の携帯品置き場から携帯電話を取ろう すると、やはり秒読みの声がす 。二人の座っているテーブルは ちょうどそのテーブル 二人の椅子だけを載せるだけの大きさの赤 絨緞の上に置 てあったのだ。
そういう現代的な潜在意識をエンターテインメントに












的にその魅力を縦横に放出して、 すべての男たちに対し、対されたすべての男 ちは、そのために破滅へと追い込まれる。その経緯は 女の関係を象徴的 表現してはるのだが、すべての人間関係や集団や大きくは国家間の関係までをも象徴しているような気がする。
前半は、そのおぞましいまでの男女関係に、人間の一
種の業を感じて自分だったらどうなるだろうと怖くなるのだが、後半になってルル自身が破滅してゆく展開には恐怖を通り越して人間あるいは女性とい 存在そのものさえ否定したくなる、という心境にまで陥った。 繰り返しは想像を絶し拒否反応 え出て、止めてくれ！

と叫びたくなる 目 放すことも出来ない。 ルルが大荒れするとき壁が揺れたり飛び散る血 嘘くさいのが現実を知らせてくれて、やは 虚構の世界だ 目覚めさせやっと何とか落ち着 。それほどルル 体当たり的演技はまさに迫真的で怖い存在でさえあっ だ。
エキセントリックなダンスシーンと破壊的な音楽が表

































































一人が犠牲になりそうになっ 時 郵便配達人が海を泳いで手紙を届けに来たり、 一人の男の家の下女が来て、三人それぞれの嘘がばれそうになったりする 、それらは幻想であると処理 て、一人が人身御供になるとこ
落ちこぼれの人たちかも知れない。ハルは自分だけではない、そういう との間に何か心情の繋がりを感じる。マスターはハルの詩心を感じて髭男を励ますつもりで三人で詩の競作を提案する。ハルは自信満々、髭男はダメだダメだと自己否定しながら 、それぞれ詩作に向かう。ハルは少女らし 詩を創り、髭男は「ｄｏｏｒの向こ に新しい風景が開ける」という詩を書いた。ハルはマスターに母親のような愛情を感じ
これを観ていて僕は吉本ばななの小説を思い出してい






















































後昭和史」から「糜爛」の第二語義である「国の乱れ」にまで思いは至り 今後も改稿され進化した演出で再演される期待は大きく、さらに一人芝居 新たな概念までも創り出しそうな予感さえも感じさせるので、 今回は 『山がある。 』の紹介にした。
